










































◎地球人はマインドをメチャクチャに使っている。使い方がひどすぎる。

◎マインドを静めて、それから内部の意識から来る印象に耳を澄ませて、その印象を聞き取

る。そして、その印象に従って行動する。

◎親しい人から受け取る不調和の想念も、全然未知の人から来る場合と同じく有害。

◎グチや泣き言に対しては激励する。

◎太陽系の異星人の方々は、われわれの想像を絶した精神レベルに発達している。

彼等は人間として存在しているものをすべて平等に見る。

◎原子どうしがくっつきあって分子を形成するわけですが、これは整然たる法則に従って、

自分が相手を選んでいる。原子は生き物。

◎地球人は所有欲を現わし、分割して一体性の感覚がないために、分裂、不和がはびこって

いる。

◎ヘーグルの弁証法   正→反→合  正は一体になって活動を起こす。反は反対する人
が出て分裂を起こす。合は新しい形になる。

◎スピザノの汎神論…………万物はすべて神の現われ。

◎分裂感情はテレパシーの阻害要因。

◎極端に万物一体感を起こす練習を自分の意志の力によって実行すれば、素晴らしい能力が

出る。

◎万人の共通してる考え………・・ 誰もが幸せになりたがってる……・創造主は人間を幸せ

に生き過ごすように造った……・・・宇宙の創造主のもとへ帰る。

質 問

◆避けるべき想念波動、受け入れるべき想念波動を日常意識していますか?



「超能力開発法」

第Ⅱ部肉体細胞の実
走重育ヒノリ 目鋼多巻6D約束雇野えな

◎なんでも後で考えてみれば役に立つ

◎21世紀は輝かしい本当に宇宙的な時代が出現する。

早ければ2020年 頃から、地球人はこの太陽系の別な惑星の偉大な文明の存在に気付く
ようになる。

2050年 には自力で別な惑星に有人宇宙船を飛ばして、実際に見てくるようになり、そ

うなると精神的にも地球人は高度なものを求めるようになる。別な惑星との交流が盛んにな

って来る。

◎テレパシー受信に関しての心構え

①フィーリング (触覚)へ自由に想念波動を接触させるとき、自分の心と通信しようとす

る相手の心のあいだに分離はない。

②万物は生き物であって、各自の構造においては、いずれもその個別化された形を保つた

めに自分に必要な要素を持つばかりでなく、すべての細胞はあなたに生命を与えているの

と同じ「英知」を宿している。特殊化された各細胞は印象を受けることができ、細胞自身

の体験を送信することができる。

③自分の各感覚器官の反応を注意深くコントロールすること。どの感覚器官もまったく中

立の状態にしておかねばならない。「これまで体験していないから、こんなことは不可能

だ」というような言葉を自分の各感覚器官に語らせてはならない。

◎人間の体は皆同じではない。日、耳、味覚、嗅覚などの細胞群の解釈が違う。

◎雑念が浮かんでもそれに気を取られないで、それをほっとけば雑念は次第に消えていく。

雑念を起こすまいと、あれこれイライラしていると良くない。

◎楽しい感情うれしい感情でテレパシー練習する。

◎宝石その回りの品から想念を感受する…………サイコメトリー

念力を応用してものを動かす…………………・サイコキネシス ※サイは精神を意味する

◎イメージを描くということはイメージを形成された想念を送るということ。

◎四つの感覚器官のどれかの妨害で、自分の本当の内部のフィーリングが働かなくなる。
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◎存在の目的を知うているもの中――→内部の宇宙の意識………・宇宙力

◎宇宙全体を生かしている無限の力があるからこそ、無数の惑星ができ、恒星ができ、銀河

系が出来ている。

◎発見された銀河系はメシエ銀河系 (103個 )か ら数えて一千億個発見されている。

◎銀河系を造りだした何か元の力、英知があるに違いない。

◎大宇宙空間というものは一つの力で、一つのエネルギー、一つの英知でみんな造られてい

る。結局は宇宙全体と自分とは一体である。

◎宇宙に驚嘆して、それから自分の人間としてのものすごさ。自分はほんのつまらない卑小

な人間だという考えを完全に捨てて、大宇宙が自分自身だという雄大なフィーリングを起こ

すならば、早くテレパシーその他の能力が出てくるでしょう。自分自身の運命がものすごく

よくなってくるでしょう。

◎人間にとって絶対的なものは何だろうか? それはやはり自分は大宇宙であり、大宇宙は

自分なのだ。そのフィーリングを起こすしかないのだ。

質 問

◆あなたのオリジナルな超能力開発練習法をお話下さい。また、セミナーで新たに行ないた

い練習法はありますか?

◆利、たちが個人的な自我としての自分自身に無関心になればなるほど私たちの知覚作用はま

すます発達してきます。 (120P)

あなたが体験した自分自身に無関心になったときを思い出して下さい。



第Ⅲ部 エゴのコントロールと 123P～ 130P
9503・ 19

くつろぎの重要性
第 ■ 章  す ゴ を コ ン ト ロ ー ル す る こ と

◎兵庫県内のGAP会 員67名

◎危険を逃れる特種なカルマを身に着ける

◎地震 2日前にねずみが大きな音を立てて天丼を走り回った。

◎北淡町で地震4日 前に普段の倍の鯛が獲れた。

◎天然の池でないとなまずは大地の波動を感じ取れない。

◎決して恐怖心を起こさないで、自分は必ず大丈夫だという大いなる自信を持って、堂々と

生きていれば必ず大丈夫。

◎自分で自分を訓練することは大事。自分で何かの練習。心を静めて受け身の状態。

◎しょっちゅうものを考えて、騒ぎ回っていると、内部のセンサーをだめにするのと同じ。

外部からの波動を感じ取ることができない。

◎考えることを止め心の中を静める。自分の存在感はハッキリ分かっていて、しかし考えな

い状態にしないとテレパシックな受信の状態は起こってこない。

◎テレパシーの受信は夢でも現われる。

◎英知――中→想念を知覚すること

意識は活動であり、想念はその活動によって作り出されたエネルギー

◎人間が起こす中心的自我に、細胞たちが引き摺られている。自我、エゴをなくして、自分

の内部を完全な透明な状態、カラッポな状態にしないといけない。

◎私たちの正しい状態というものは、あらゆる波動を感受できる自由な状態。

◎肉体を絶えず積極的なくつろぎの状態に保つ能力………→テレパシーによる通信の優れた

受信者

◎本当に肉体と心をゆったりさせるには、時々大宇宙思念法を行なう。

自分自身の体を宇宙に投げ出す。「私は大宇宙、大宇宙は私」

◎宇宙に満ちている大宇宙力というようなものを想定して、それと自分は一体である。

◎ルーサーバーバンク (ア メリカの植物改良家)絶えず植物と話ができた。植物との応答が

できた。植物は神の現われ。



◎万物は神の現われ………・オラングの哲学者スピノザが唱えた

◎本当の自分のために必要な考え方と、そうでなくて単なるエゴをどこで区別するか?

自分さえ生きればという、他の人を考えない。これがエゴ。他の人も助かればいいなと一

体感を起こしながら自分の欲求を起こすならば人間として正当な欲求。

◎常に全体と自分が一体となって考え生きようとしているかそうでないかを自分で見分ける

◎感情が乱れたときにどうやってもとの精神状態に戻すか? 最善の方法は?

感情の乱れはエゴですから、自分は大宇宙と一体だというこの想念以外にない。常に自分

は大宇宙と一体。大宇宙そのもの。大宇宙というのは自分のことなんだ。それを思い続ける

と本当にそういうフィーリングが起こってきて、何があっても動じない。

◎スポーツで勝ちたいという気持ちについては?

勝ち負けというよりは、自分のからだの技術がどこまで成長しているか、あるいは自分を

健康にするためにやる。 (ス ポーツ整体など)

質 問

◆人間におしかかっている唯一の制限は、自分の無限の能力に気づかないために自分で勝手

につくりだした制限に過ぎないからです。 (124P)
あなた自身が作りだした制限を分析してみましょう。

◆テレパシーによる通信のすぐれた受信者になる秘訣は、肉体を絶えず積極的なくつろぎの

状態に保つ能力にあるのです。 (130P)

積極的なくつろぎの状態を保つ能力について考えてみましょう。



第Ⅲ部 エゴのコントロールと
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くつろぎの重要性

◎何を悟ろうとしているのか………。人間の内部に一つ絶対的なものがある。宇宙の中で壊

すことのできない絶対的なものがある。それを自分が

見付けだして、それに沿って生きていこう。

◎アダムスキーは古代の老子であった。老子であった当時のその奥さんがアダムスキーを手

伝ったアリス・ウエルズ婦人

◎自分の運命は自分で作る。そのためには自分の想念の持ち方がいかに重要であるかが分か

る。

◎この「超能力開発法」のテキストは人間の内部の絶対的なものを見つけ、それを自分の生

きるための支柱にする。そうしておいて自分の感性を高める。

◎テレパシックな感受性を高める場合には精神集中はかえって害になる。

◎関心・・……自分の感受性を外部に広げること。自分というセンサーを高める。周囲のあら

ゆる考えに対して真実の意識を聞く好奇心 (知 りたいという欲求)の状態

◎自分の意識を外部の人々の意識と融合させる (ア ダムスキー全集第 5巻金星、土星探訪

記 102P～ 106P)「 スペース・プラザーズを見分ける方法」参照

◎精神集中がなぜいけないか…・・・精神集中は心を疲れさせ、内部の意識からテレパシック

な印象が来ても′心に伝わらない。

◎心を透明にして、内部の意識と一体化させるならば、内部の意識からの印象が浮かび上が

ってくるのが気が付きやすい。

◎心は水。宇宙の意識はバケツの底。もし、バケツの水を激しく掻き回したなら、底が見え

ない。水を静めてやると底がハッキリ見えてくる。テレパシックな印象を受けようと思えば

心を静める。

◎時々私たちは心を静めて、瞑想的になって、そして内部の絶対的なもの、すなわち宇宙の

意識そのほうへ目をむけて、呼び掛けて、そこから印象が解答となって出てくるのを待つ。

◎どんなに忙しい仕事をやっていても内部の宇宙の意識と生きている。そういう感覚を持ち

ながら仕事をやると良い。

◎受信はくつろぎの状態が重要



◎自分自身を更に離れたところから、もう一人の自分がいて、それがこの本物の自分をいつ

も見つめているというフィーリングが重要。

◎アダムスキーの本を読んでいる有名人は多い。

◎熱烈な想念集中が解き放たれた時に想念が自由に流れ出はじめる。

◎グラッとして何もしないのがリラックスじゃない。本当のリラックスは全身が爽快な気分

楽しい気分。例 (風呂あがりの状態)

◎宇宙哲学を実習、実践して、自分の神聖を高める、あるいは魂を高めるとかいうようにし

ようと思えば、必要に迫られないといけない。必要に迫られるとは好きな惑星に転生するた

めに転生の資格を取る宇宙的な哲学的なことを研鑽して、普段から自分のマインドを高める

ことが必要。その必要を感じる。

質 問

◆精神集中と関心とのあいだには大変な相違があります。精神集中は、固定した、すなわち

不動の状態であり、それが一定の時間にただ一つの考えだけを浮かべさせるのですが、関心

はその周囲のあらゆる考えに対して真実の意識を開く好奇心の状態であって、このようにし

て自由な状態のままにあらゆる考えと公平な関係を生じるのです。 (132P)

精神集中と関心の具体的な状況を思い起こして下さい。それぞれの影響を考えてみましょ

う。

◆人間が本当にリラックスした状態になると、肉体はすさまじいほどに「生き生きと」感じ

るのであって、想念は急速に意識を通過しますから、ちょとの間にまるで数年が経過したよ

うな気がします。

あなたにこんな経験はありますか?



「超能力開発法」

第III部 エゴのコントロールと
140P～ 151P
9506・ 18

くつろぎの重要性

◎慣性の法則は人間の習慣付けに大きな影響を及ぼしている……「習慣を破るのは難しい」

◎何かの想念を起こして、肉体細胞はその想念波動に感じて、そのような運動を起こそうと

する意志の力を細胞自体が持っている。

◎悪い習慣を止めるためには、良い波動、積極的な波動と接触する必要がある。

◎自分の意志の力でもって悪い習慣を止める。

◎悲観的な人の想念は、必ず同じようなものを引き寄せる。楽観的な人は楽観的な波動を放

っておれば、悲観的なものを引き寄せない。

◎万物は「最高の英知の現われ」

◎人間の細胞には基本的な振動率があって、人間の波動にもっとも容易に応える。

◎原子どうしは意識を持つ。原子は集まって一個の細胞を造る。細胞自体は生き物として意

識を持つ。だから外部から来る波動を感じて、その波動のとうり動くということは言える。

だからこそ反復思念、イメージ法によって自分の体を弱くもすれば強くすることも出来る。

◎反復思念…………バイォフィードバック

◎イメージ法とバイオフィー ドバックによって膿腫瘍を治す  「自然治癒力の医学」

◎共鳴波動……・波長が同じで共鳴しあう。人間の波動もある一つの周波数を持ってると思

われる。想念波動を起こした人は、それに共鳴した人が引き寄せられてく

る。 (類を持って集まる。類は類を呼ぶ)

◎人間として向上しようと思えば、自分より精神的に優れた人と交友を保つようにする必要

がある。相手が放つ高貴な波動に自分がやがて同調しようという意欲を起こして、その人と

同じような想念波動を持つようになる。

◎宇宙的な関心を高める………自分の想念を限りなく広げていって、宇宙と一体であるとい

うような想念を高めるならば、そうすればどんな高い波動を

持った人の想念も自分で吸収することができる。

◎受信する側の周波数帯 (帯域)を広げる。

◎想念は光のスパークのように中心からあらゆる方向へ無数の波動を放射する。



◎心が空間と物質のすべてに遍満している―――→宇 宙 全 体 が 生 ゼ蜜物

◎直接送信の秘訣……・送信者が放射する想念の中に受信者として選んだ相手のイメージを

混合する

◎人間が起こした想念は全宇宙に広がる。

◎スペース・ピープルの方々はよそから来たテレパシーが頭の中で声となって響くという。

◎「小さな静かな声」を聞くように。

◎ハルマゲドン (世界最終戦争)ヨ ハネ黙示録第 16章 16節「三つの霊はヘブル語でハル

マゲ ドンという所に王たちを招集した。」

◎神対人間の戦いはありえない。善と悪との戦いは絶対善であるならば悪などを相手に戦争

などするはずがない。

◎オカル ト……・魔術的な神秘主義     カル ト……・異端宗教
◎新たな宇宙時代 2010年 ～2040年 の間。2010年 頃からUFOは 別な惑星から

来るものだということが常識となる。

質 問

◆人間がいったん習慣運動のとりこになると、それを変えるためにきわめて積極的な波動と

接触する必要があります。 (141P)

あなたがこれまでに、きわめて強い波動に接触した実例を思い出して下さい。

◆あなたは「小さな静かな声」を聞いたことがありますか。聞いた時の感じを思いだして下

さい。



「超能力開発法」

第 3章 遠隔透視、未来予知、 153P～ 173P95。 7・ 16

その他の超能力

◎今はUFOの 存在が当前だと考えるようになってきた。

◎第 3次 UFOブ ームは相当すごい現象が起こって、世界中の人が 100%UFOの 存在を

信じるようになる時が来る。

◎人体には、未だ科学で解明できないような特殊な波動、放射線が出ている。

◎オーラは電磁波ではない。

◎超能力はだれにもある能力だから普通の能力。ただ大勢の人が気が付いていない。知って

いても頭から諦めているから出てこない。本当は練習次第でテレパシー、遠隔透視、オーラ

透視、過去生透視、未来予知はだれにでも出てくる。

◎一つの能力が出てくれば、関連して他の能力が出てくる。

◎Telepathy― The Universal Language 宇宙の言語

自家製 3分冊

◎ベル電話会社はアダムスキーの原書を読んで、これは画期的なものだ。科学的に研究して

みようと、ハーバー ド大学やプリンス トン大学、UCLAな どに研究を依頼した。その結果
4つの感覚器官が主に働いてるだけだというのが分かって、アダムスキーは大変な名誉を受

けた。

◎警戒能力が発達してくれば、テレパシー、遠隔透視などの能力が出てくる。

◎個別化された意識===自 分だけで持ってる考え方 (価値観)
◎人間の想念波動は宇宙全体にどこまでも広がっていく性質がある。

◎磁気的、電気的な放射線が組み合わさってパターンができる。それを透視することができ

れば未来予知ができる。

◎遠方を見る中―D→空間の旅行   未来予知¨中→時間の旅行
◎過去生の記憶を持つよりは、むしろ未来がこれからどうなるか、自分は未来に向かってど

ういうふうにやっていくかということを重視する。

◎アダムスキーは偉大な中国の哲人老子であった。その奥さんであった人がアリス・ウエル

ズ婦人であった。

|



◎Agnew Bahnson アグニュー・バンスン氏はフリーエネルギーのモーターを

発明してアダムスキーを支援した。

◎本当の過去生を思い出す超能力を起こせば、自分の過去一万年の過去生を思い出せる。ア

ダムスキーは過去5千年の記憶を思い出すことができた。

◎宇宙にはあらゆることがすべて宇宙空間に記録されている………アカシックレコード

◎真の透視……・センスマインドを人間はがんじがらめに固めてしまって、それで大きな防

壁を作っている。だから外部から波動が入ってこない。心をゆったりさせ

て、いわば透明な状態にする。そうすると外部からの波動が入りやすい。

精神的にリラックスさせること。

◎「波動の実際の感受作用は脳にかかっているのではなく、肉体の神経原形質内の触覚要素

にかかってぃるのです。この要素とは肉体を構成している原子核の生気すなわち魂です。」

◎「自己治癒力の医学」 Pノ リス/Gポーター著 光文社 カッパブックス
◎人間の想念波動は、内部の細胞に明確に影響を及ぼして、細胞の固まりを変革させる力が

ある。

◎想念波動によってイメージを描いて反復思念をやって、病気を治したり、望ましい物事を

実現させたりする………バイオフィー ドバック法

◎人間は自分の思うとおりのものになる

質 問

◆人間が『真実の自我』の不滅の中核に到達するとき、本当の意味で記憶 (過去生)を引き

出すことができるのです。 (161P)

『真実の自我』とは何でしょうか。

◆真の透視は、精神集中を起こさないで『真実の自我』の注意力を対象物にむけて肉体のセ

ンスマインドがあらゆる波動に対して開放的で感受的な状態になるようにそのセンスマイン

ドをゆったりさせる能力に過ぎません。 (163P)
センスマインドをゆったりさせる具体的な方法を述べて下さい。
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